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野 生 イ ノ シ シ は 様 々 な 豚 疾 病 の 感 染 源 と 言 わ れ て お

り 、農 場 へ の ま ん 延 防 止 の 観 点 か ら 令 和 6 年 度 当 所 に 搬

入 さ れ た 野 生 イ ノ シ シ の 血 清 等 を 用 い て 各 種 豚 疾 病 浸

潤 状 況 調 査 を 実 施 。 豚 熱 ウ イ ル ス （ C S F V ） は 遺 伝 子 検

査 及 び 抗 体 検 査 を 、 ア フ リ カ 豚 熱 ウ イ ル ス （ A S F V ） 、

豚 サ ー コ ウ イ ル ス 2 型 （ P C V 2 ） 及 び 3 型 （ P C V 3 ） は 遺 伝

子 検 査 を 、 豚 繁 殖 ・ 呼 吸 障 害 症 候 群 ウ イ ル ス （ P R R S V ）

及 び 豚 イ ン フ ル エ ン ザ ウ イ ル ス（ S I V ）は 抗 体 検 査 を 実

施 。 遺 伝 子 が 検 出 さ れ た 個 体 の 割 合 は 、 C S F V は 9 . 7 %

（ 3 8 / 3 9 0 ）、A S F V は 0 %（ 0 / 3 9 0 ）、P C V 2 は 4 3 . 2 %（ 1 0 8 / 3 9 0 ）、

P C V 3 は 8 . 0 % （ 2 0 / 2 5 0 ） 。 抗 体 陽 性 個 体 の 割 合 は 、 C S F V

は 8 . 5 %（ 3 3 / 3 0 4 ） 、 P R R S V は 0 . 3 %（ 1 / 3 0 4 ） 、 S I V は 2 . 3 %

（ 7 / 3 0 4 ） 。 P R R S V 陽 性 個 体 は 遺 伝 子 検 査 を 実 施 し た が

遺 伝 子 検 出 さ れ ず 。 県 内 の 野 生 イ ノ シ シ に も 豚 疾 病 が

浸 潤 し て い る こ と が 確 認 さ れ た こ と か ら 、 野 生 イ ノ シ

シ に お け る 各 種 疾 病 の 感 染 状 況 を 把 握 す る た め 、 今 後

と も 検 査 と 分 析 が 必 要 。  


